
第４ 長寿介護課

１ 介護保険

(1) 高齢化の状況

  富士・東部地域における高齢化の状況

    管内１２市町村（４市２町６村）における６５歳以上の高齢者人口は、平成２４年４月

１日現在、46,490（前年 46,101）人で、総人口 190,912 (同 192,369)人の 24.4％となっ

ている。年齢階層別にみると、６５歳～７４歳の前期高齢者は 21,806（同 22,039）人で

高齢者全体の 46.9％、７５歳以上の後期高齢者は 24,684（同 24,062）人で、高齢者全体

の 53.1％を占めている。

市町村別の６５歳以上人口が総人口に占める割合（高齢化率）は、丹波山村が 46.6％

と最も高く、忍野村が 14.5％と最も低い状況にある。

一方、在宅での寝たきり高齢者は 1,468（同 1,421）人で高齢者全体の 3.2（同 3.1）％、

在宅のひとり暮らし高齢者は 4,994（同 4,775）人で高齢者全体の 10.7（同 10.4）％、高

齢者のみの世帯数は総世帯数の 16.2（同 16.1）％となっている。なお、管内の認知症高

齢者は在宅で 3,336（同 3,206）人、施設で 1,141（同 988）人となっており、高齢者全

体に占める割合は 9.6（同 9.1）％で、増加傾向にある。

(2) 介護保険事業

ア 介護保険事業の概況

平成１２年４月に介護保険制度がスタートし、平成１８年４月には介護予防を重視した

制度改正が行われ、軽度の要介護を対象とする新予防給付と、身近な市町村で提供される

地域密着型サービスが創設された。その中核機関となる地域包括支援センターは全市町村

に設置され、総合相談支援、権利擁護、介護予防ケアマネジメント、包括的・継続的ケア

マネジメント支援業務が実施されている。また、平成２４年４月からは地域包括ケアシス

テムの基盤強化のために定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス、複合型サービスが

新設されたのに加え医療と介護の役割分担・連携強化、認知症にふさわしいサービスの提

供などの基本的視点に立った改定が行われた。

平成２４年３月末現在、富士・東部地域では、第１号被保険者 46,545（前年 46,125）

人のうち、5,351（同 5,127）人が要介護認定を、861（同 898）人が要支援認定を受けて

おり、あわせて 6,212（同 6,025）人が要介護もしくは要支援認定を受けている。また、

要介護認定者のうち 3,317 人（62.0％）が居宅介護サービスを、要支援認定者のうち 627

人（72.8％）が介護予防サービスを利用し、要介護もしくは要支援認定者のうち 199 人

（3.7％）が地域密着型サービスを、1,442 人（23.2％）が施設サービスを利用している。

管内の介護サービス事業所数は、平成２４年３月３１日現在、居宅サービス事業所 191

居宅介護支援事業所 66、介護予防サービス事業所 165、施設サービス事業所 20、地域密着

型サービス事業所 19、介護予防地域密着型サービス事業所 15、介護予防支援事業所 13 の

計 489 の介護サービス事業所（富士地域 231 事業所、東部地域 258 事業所）となってい

る（医療機関みなし指定事業所の一部、休止中事業所及び基準該当事業所を含む。）

イ 介護保険事業に対する取り組み

（ｱ) 市町村（保険者）に対する助言

○ 市町村介護保険事業計画の策定及び策定後の計画に対する分析・評価に関する助言

        第１期市町村介護保険事業計画 平成１２年４月～平成１５年３月  

            ※５年を１期とし３年目に見直しを行う。

         第２期市町村介護保険事業計画 平成１５年４月～平成２０年３月

         第３期市町村介護保険事業計画 平成１８年４月～平成２１年３月

      ※第３期から３年を１期として計画を策定



第４期市町村介護保険事業計画 平成２１年４月～平成２４年３月

第５期市町村介護保険事業計画 平成２４年４月～平成２７年３月

     ○ 市町村介護保険事務研究会の運営に対する支援              

管内市町村（保険者）の担当者が介護保険制度に関する情報、意見交換の場とし

て開催する「富士・東部地域介護保険事務研究会」を支援している。

(ｲ) 介護サービス事業者に対する指導監督

○ 実地指導

制度管理の適正化とサービスの質の確保・向上を図ることを主眼に実施している。

平成２３年度実地指導の実績

居宅サービス事業所：64、介護予防サービス事業所：61、居宅介護支援事業所：31

計 156 事業所（前年：108 事業所）

  ○ 集団指導

      制度の周知を図り、介護報酬請求に係る過誤や不正を防止するために実施している。

     ・実施日  ：平成２３年６月２２日、２３日

     ・開催場所  ：富士吉田合同庁舎２階大会議室外

・対象事業所：居宅サービス事業所（介護予防を含む）及び居宅介護支援事業所

      ・指導内容 ：介護報酬・運営基準、各種加算の要件、介護保険制度における指導

監督、営利法人が運営する介護サービス事業所に対する監査、事故発

生防止及び苦情処理、感染症予防等

   ○ 監査

      要確認情報、実地指導等で確認した情報を踏まえ、指定基準違反等の確認について

必要がある場合に行う。

      ・実績  ６事業所（訪問介護、福祉用具、特定福祉用具販売）（前年：９事業所）

(ｳ) 介護サービス事業者の指定及び指定期間の更新  

       市町村長が指定する地域密着型サービスを除く居宅介護サービス等事業所の指定及び

指定更新業務を行っている。

        ・平成２３年度に指定した事業所数

       居宅サービス事業所：15、介護予防サービス事業所：14、居宅介護支援事業所：7

計 36 事業所

     ・知事指定の居宅介護サービス等事業所数（平成２４年３月３１日現在）

       居宅サービス事業所：168、介護予防サービス事業所：143、居宅介護支援事業所：

66                                                       計 377 事業所

(ｴ) 介護支援専門員への支援

  富士・東部地域における介護支援専門員の資質向上等を目的として設立された富士北

麓・東部地域介護支援専門員連絡協議会の運営等に対し支援してきた。

    しかし、平成２０年１２月に山梨県介護支援専門員協議会が有限責任中間法人「山梨

県介護支援専門員協会」として新たにスタートしたことから、富士・東部地域の連絡協

議会は平成２１年３月２３日に解散することになった。

    今後は、山梨県介護支援専門員協会の支部に位置付けられるが、従来どおり支援を行

うこととしている。

   また、平成１８年度から開催している「ケアマネジメントリーダー・地域包括支援

センター相談窓口委員会（介護支援専門員、地域包括支援センター職員等で構成）」は、

平成２３年度３回開催され、介護支援専門員における困難事例に対する対処方法への

助言等を通して、介護支援専門員の資質向上に向けた取り組みに支援している。



(ｵ) 地域包括支援センターへの支援

       富士・東部地域の地域包括支援センター職員の資質向上等を目的に発足した富士・東

部地域包括支援センター担当者打合会（隔月開催）へ参加し、情報提供等を通してセン

ター職員の資質向上を支援している。

           平成２３年度開催実績 ４回

(3) 地域支援事業

      平成１８年４月の介護保険法の改正により、被保険者が要介護状態等となることを予防

するとともに、要介護状態等となった場合においても、可能な限り、地域において自立し

た日常生活を営むことができるよう、地域支援事業交付金を財源とする地域支援事業が創

設された（地域支援事業の創設に伴い介護予防・地域支え合い事業は廃止）。

ア 事業の目的

この事業は、介護予防事業、包括的支援事業（介護予防ケアマネジメント業務、総合相

談支援業務、権利擁護業務及び包括的・継続的ケアマネジメント支援業務をいう。）及び

その他の地域支援事業を総合的に行うことにより、被保険者が要介護状態又は要支援状態

になることを予防するとともに、要介護状態となった場合においても、可能な限り、地域

において自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的とする。

イ 実施主体

市町村がその責任の下に地域支援事業を実施する。この場合において市町村は、地域の

実情に応じ、利用者、サービス内容及び利用料の決定を除き、包括的支援事業の実施につ

いて、適切、公正、中立かつ効率的に実施することができると認められる老人介護支援セ

ンターの設置者（市町村社会福祉協議会、社会福祉法人等）、一部事務組合等を組織する

市町村、医療法人、当該事業を実施することを目的として設立された民法法人、特定非営

利活動法人その他市町村が適当と認める法人に委託することができるものとする。ただし、

この委託は、包括的支援事業のすべてにつき一括して行わなければならない。

ウ 利用料

      市町村は地域支援事業の利用者（特定高齢者把握事業を除く）に対し、利用料を請求す

ることができる。

エ 費用

・介護予防事業          ：国 25％、都道府県・市町村 12.5％、１号保険料 20％、

２号保険料 30％

・包括的支援事業・任意事業：国 40％、都道府県・市町村 20％、  １号保険料 20％

オ 事業内容

① 介護予防等事業（必須事業）

         ※介護予防事業は、従来取り組まれてきた老人保健事業における健康教育、健康相談、

機能訓練、訪問指導等の実績を踏まえ再編されたもの  

ａ 介護予防特定高齢者施策

(a) 目的

         要支援・要介護に陥るリスクが高い高齢者（以下「特定高齢者」という。）を

対象に要介護状態等になることを予防することを目的とする。

               事業の実施に際しては、介護予防マネジメント業務により、対象者の心身の状

況等に応じて、対象者の選択に基づき個別の介護予防ケアプランを作成し、当該

プランに基づき実施する。  

(b) 対象者

              当該市町村の第１号被保険者である特定高齢者（高齢者の５％程度を想定）



(C) 事業の種類

・特定高齢者把握事業・通所型介護予防事業・訪問型介護予防事業

・介護予防特定高齢者施策評価事業

ｂ 介護予防一般高齢者施策

(a) 目的

地域において介護予防に資する自発的な活動が広く実施され、地域の高齢者が

自ら活動に参加し、介護予防に向けた取組みが自主的に実施されるような地域社

会の構築を目指して、健康教育、健康相談等の取組みを通じて介護予防に関する

活動の普及・啓発や地域における自発的な介護予防に資する活動の育成・支援を

行うこと等を目的とする。

(b) 対象者

当該市町村の第１号被保険者の全ての者及びその支援のための活動に関わる

者

(C) 事業の種類

・介護予防普及啓発事業・地域介護予防活動支援事業

・介護予防一般高齢者施策評価事業

② 包括的支援事業（必須事業）

ａ 介護予防ケアマネジメント業務

(a) 目的

特定高齢者が要介護状態等となることを予防するため、その心身の状況等に応

じて、対象者自らの選択に基づき、介護予防事業を含めた適切なサービスが包括

的かつ効率的に提供されるよう必要な援助を行うことを目的とする。

(b) 対象者

          当該市町村の第１号被保険者である特定高齢者

(C) 実施担当者

               保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等が相互に協働しながら実施する。

ｂ 総合相談支援業務

(a) 目的

      地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していく

ことができるよう、地域における関係者とのネットワークを構築するとともに、

高齢者の心身の状況等を把握し、相談を受け、地域における適切な保健・医療・

福祉サービス、機関又は制度の利用につなげる等の支援を行うことを目的とする。

(b) 事業内容

              ・地域におけるネットワークの構築・実態把握・総合相談支援

ｃ 権利擁護業務

(a) 目的

       地域の住民、民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分に問題が解決

できない、適切なサービス等につながる方法が見つからない等の困難な状況にあ

る高齢者が、地域において安心して生活を行うことができるよう、専門的・継続

的な視点から、高齢者の権利擁護のため必要な支援を行うことを目的とする。

(b) 事業内容

          地域福祉権利擁護事業、成年後見制度などの権利擁護を目的とするサービスや

制度を活用する。特に高齢者の権利擁護の観点からの支援が必要と判断した場合

には、次のような諸制度を活用する。

              ・成年後見制度の活用促進

              ・老人福祉施設等への措置の支援

・高齢者虐待への対応（高齢者虐待の防止及び早期発見のための対応）

             



※高齢者虐待防止・・・

                  平成１８年４月１日に「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援

等に関する法律（高齢者虐待防止法）」が施行された。

ｄ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

(a) 目的

       高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門員、

主治医、地域の関係機関等の連携、在宅と施設の連携など、地域における多職種

相互の連携・協働の体制づくりや個々の介護支援専門員に対する支援等を行うこ

とを目的とする。

(b) 事業内容

・包括的・継続的なケア体制の構築

・地域における介護支援専門員のネットワークの活用

・日常的個別指導及び相談                     

・支援困難事例等への指導助言

③ 任意事業

(a) 目的

地域の高齢者が、住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していく

ことができるようにするため、介護保険事業の運営の安定化を図るとともに、被

保険者及び要介護被保険者を現に介護する者等に対し、地域の実情に応じた必要

な支援を行うことを目的とする。

(b) 対象者

         被保険者、要介護被保険者を現に介護する者その他個々の事業の対象者として

市町村が認める者

(C) 事業内容

         任意事業としては、法令上、介護給付等費用適正化事業、家族介護支援事業、

その他の事業が規定されているが、次に掲げる事業はあくまでも例示であり、介

護保険事業の運営の安定化及び被保険者の地域における自立した日常生活の支

援のために必要な事業である限り、地域の実情に応じ、創意工夫を生かした多様

な事業形態が可能である。

・介護給付等費用適正化事業

・家族介護支援事業（家族介護支援事業、認知症高齢者見守り事業、家族介護継

続支援事業）

・その他の事業（成年後見制度利用支援事業、福祉用具・住宅改修支援事業、地

域自立生活支援事業）



２ 高齢者福祉施策

(1) 富士・東部高齢者地域支援推進会議の開催

健康長寿やまなしプランに基づき、富士・東部地域における高齢者の保健福祉対策、介護

予防事業の推進及び認知症高齢者対策を中心に、地域ケアの推進を目的に開催している。

推進会議の構成員は、富士・東部保健福祉事務所、富士・東部地域の市町村及び地域包括

支援センターの各職員で、推進会議には介護予防推進会議と地域認知症高齢者対策連絡会議

が包括設置されている。

介護予防推進会議は、富士・東部地域での介護予防事業に係る実施状況・問題点の把握検

討、地域支援事業等の推進及び介護予防に係る情報収集等を、地域認知症高齢者対策連絡会

議は、富士・東部地域における認知症高齢者対策の総合的な推進、認知症高齢者に関する現

状の分析及び課題解決に取り組んでいる。

(2) 敬老思想普及事業

ア 県民敬老祝金等支給事業

老人福祉法第５条に基づく老人の日の行事として祝金及び祝品を高齢者に支給し、その

長寿を祝福するとともに家庭の平和と県民の敬老思想を高揚し、あわせて高齢者福祉の増

進を図っている。

      平成２３年度支給者

        ・満８８歳の者   （祝品）           ７８２名

        ・満１００歳の者  （５０，０００円及び祝品）   ４５名

(3）高齢者の社会参加促進・生きがい対策事業

ア ことぶきマスター制度推進事業

     高齢者が長い人生経験から培ってきた知識や知恵など、様々な能力を社会のために活か

し、ことぶきマスターとして広く県民が認識し敬愛することにより、高齢者自らの生きが

いを高め、地域活動への参加を促進し、高齢者を大事にする風土づくりを推進している。

   平成１９年度からは認定対象を６０歳以上の個人又はグループに拡大、平成２０年度か

らはマスター認定者全員を人材バンクに登録を行うなど、さらなる事業の推進を図ってい

る。

        平成２３年度認定者

・個人１名（大月市１名）

       富士・東部地域のことぶきマスター人材バンク登録者数（平成２４年３月末現在）

.個人１９名（富士吉田市５名、大月市７名、上野原市１名、西桂町１名、

山中湖村２名、冨士河口湖町３名）

・グループ１団体（西桂町１団体）

３ 援護関係
  

(1) 戦没者慰霊事業

戦没者の霊に追悼の意を表するため、市町村からの依頼により、管内市町村主催の戦没者

慰霊祭に出席している。

平成２３年度実績  

富士吉田市（9月）、都留市（11月）、大月市（11月）、鳴沢村（5月）

(2) 戦没者遺族援護事業

戦没者遺族の現状や要望、遺族運動の経過などを理解して今後の援護事業に活かすため、

財団法人山梨県遺族会の主催する戦没者遺族大会等に出席している。

    平成２３年度実績  

南都留地区戦没者遺族大会（10 月）、東部地区戦没者遺族大会（10 月）



４
介
護
保
険
関
係
資
料

（
１

）
高

齢
化

の
状

況

総
人

口
総

世
帯

数

在
宅

施
設

計

（
人

）
男

（
人

）
女

（
人

）
計

（
人

）
男

（
人

）
女

（
人

）
計

（
人

）
男

（
人

）
女

（
人

）
計

（
人

）
（

人
）

（
人

）
（

人
）

（
戸

）

23
.
4

49
.0

51
.0

2.
5

9.
5

4.
6

8.
8

13
.4

5
1
,
8
4
8

5
,
1
2
4

7
,
0
2
8

1
2
,
1
5
2

2
,
7
6
8

3
,
1
8
8

5
,
9
5
6

2
,
3
5
6

3
,
8
4
0

6
,
1
9
6

2
9
9

8
5
5

2
9
5

1
,
1
5
0

1
9
,
0
0
5

8
7
6

1
,
6
7
2

2
,
5
4
8

28
.
4

41
.4

58
.6

2.
8

10
.7

9.
2

10
.2

19
.4

1
,
9
1
2

2
4
4

2
9
9

5
4
3

1
1
5

1
1
0

2
2
5

1
2
9

1
8
9

3
1
8

1
5

3
3

2
5

5
8

6
2
9

5
8

6
4

1
2
2

22
.
3

46
.7

53
.3

4.
9

9.
7

5.
8

5.
8

11
.6

4
,
6
9
3

4
6
3

5
8
5

1
,
0
4
8

2
3
0

2
5
9

4
8
9

2
3
3

3
2
6

5
5
9

5
1

7
8

2
4

1
0
2

1
,
5
4
1

8
9

9
0

1
7
9

14
.
5

48
.5

51
.5

3.
2

10
.1

2.
9

2.
7

5.
6

9
,
1
7
2

5
6
2

7
7
0

1
,
3
3
2

3
1
9

3
2
7

6
4
6

2
4
3

4
4
3

6
8
6

4
3

1
0
1

3
3

1
3
4

3
,
3
8
5

9
7

9
2

1
8
9

23
.
0

52
.1

47
.9

1.
8

5.
9

4.
6

11
.0

15
.6

5
,
9
4
5

6
1
6

7
5
1

1
,
3
6
7

3
4
4

3
6
8

7
1
2

2
7
2

3
8
3

6
5
5

2
5

5
6

2
5

8
1

2
,
2
6
7

1
0
4

2
5
0

3
5
4

24
.
6

51
.6

48
.4

1.
6

3.
5

5.
9

4.
9

10
.9

3
,
2
1
9

3
4
1

4
5
2

7
9
3

2
0
3

2
0
6

4
0
9

1
3
8

2
4
6

3
8
4

1
3

1
6

1
2

2
8

1
,
2
1
3

7
2

6
0

1
3
2

21
.
0

48
.8

51
.2

2.
9

7.
9

8.
0

7.
4

15
.3

2
6
,
2
7
3

2
,
3
5
6

3
,
1
5
7

5
,
5
1
3

1
,
2
6
6

1
,
4
2
2

2
,
6
8
8

1
,
0
9
0

1
,
7
3
5

2
,
8
2
5

1
6
1

3
0
6

1
3
2

4
3
8

9
,
5
1
9

7
5
8

7
0
2

1
,
4
6
0

22
.
1

48
.9

51
.1

2.
7

8.
8

5.
5

7.
8

13
.3

#
#
#
#
#
#

9
,
7
0
6

1
3
,
0
4
2

2
2
,
7
4
8

5
,
2
4
5

5
,
8
8
0

1
1
,
1
2
5

4
,
4
6
1

7
,
1
6
2

1
1
,
6
2
3

6
0
7

1
,
4
4
5

5
4
6

1
,
9
9
1

3
7
,
5
5
9

2
,
0
5
4

2
,
9
3
0

4
,
9
8
4

23
.
8

45
.0

55
.0

4.
4

10
.2

9.
4

8.
8

18
.2

3
2
,
0
7
0

3
,
2
6
7

4
,
3
7
6

7
,
6
4
3

1
,
6
5
9

1
,
7
8
0

3
,
4
3
9

1
,
6
0
8

2
,
5
9
6

4
,
2
0
4

3
3
8

6
0
1

1
7
6

7
7
7

1
2
,
3
0
7

1
,
1
6
2

1
,
0
7
7

2
,
2
3
9

29
.
9

43
.9

56
.1

3.
9

10
.9

9.
6

12
.8

22
.4

2
8
,
1
0
0

3
,
5
6
7

4
,
8
3
1

8
,
3
9
8

1
,
7
8
5

1
,
9
0
5

3
,
6
9
0

1
,
7
8
2

2
,
9
2
6

4
,
7
0
8

3
2
8

7
8
7

1
2
6

9
1
3

1
0
,
7
5
5

1
,
0
3
2

1
,
3
8
0

2
,
4
1
2

27
.
0

47
.0

53
.0

2.
4

10
.6

6.
1

10
.3

16
.4

2
6
,
2
2
7

3
,
0
8
7

3
,
9
8
7

7
,
0
7
4

1
,
6
4
7

1
,
6
8
1

3
,
3
2
8

1
,
4
4
0

2
,
3
0
6

3
,
7
4
6

1
7
3

4
7
2

2
8
1

7
5
3

9
,
9
9
4

6
0
9

1
,
0
3
4

1
,
6
4
3

40
.
3

38
.6

61
.4

1.
6

6.
6

19
.5

16
.8

36
.3

7
9
2

1
2
8

1
9
1

3
1
9

5
5

6
8

1
2
3

7
3

1
2
3

1
9
6

5
2
1

0
2
1

3
3
9

6
6

5
7

1
2
3

46
.
6

32
.8

67
.2

5.
5

7.
1

22
.0

21
.1

43
.2

6
6
1

1
2
8

1
8
0

3
0
8

4
5

5
6

1
0
1

8
3

1
2
4

2
0
7

1
7

1
0

1
2

2
2

3
2
2

7
1

6
8

1
3
9

27
.
0

45
.0

55
.0

3.
6

10
.5

8.
7

10
.7

19
.4

8
7
,
8
5
0

1
0
,
1
7
7

1
3
,
5
6
5

2
3
,
7
4
2

5
,
1
9
1

5
,
4
9
0

1
0
,
6
8
1

4
,
9
8
6

8
,
0
7
5

1
3
,
0
6
1

8
6
1

1
,
8
9
1

5
9
5

2
,
4
8
6

3
3
,
7
1
7

2
,
9
4
0

3
,
6
1
6

6
,
5
5
6

24
.
4

46
.9

53
.1

3.
2

9.
6

7.
0

9.
2

16
.2

#
#
#
#
#
#

1
9
,
8
8
3

2
6
,
6
0
7

4
6
,
4
9
0

1
0
,
4
3
6

1
1
,
3
7
0

2
1
,
8
0
6

9
,
4
4
7

1
5
,
2
3
7

2
4
,
6
8
4

1
,
4
6
8

3
,
3
3
6

1
,
1
4
1

4
,
4
7
7

7
1
,
2
7
6

4
,
9
9
4

6
,
5
4
6

1
1
,
5
4
0

24
.
7

47
.0

53
.0

3.
3

9.
5

8.
9

9.
5

18
.4

#
#
#
#
#
#

9
1
,
3
8
9
1
2
3
,
3
7
6
2
1
4
,
7
6
5

4
8
,
2
1
9

5
2
,
6
9
2
1
0
0
,
9
1
1

4
3
,
1
7
0

7
0
,
6
8
4
1
1
3
,
8
5
4

7
,
0
4
2

1
4
,
7
4
9

5
,
7
2
7

2
0
,
4
7
6
3
4
7
,
9
9
4

3
1
,
0
7
2

3
2
,
9
4
6

6
4
,
0
1
8

※
出

典
元

　
山
梨
県
「
平
成
2
4年

度
高
齢

者
福

祉
基

礎
調

査
」

注
 ①

上
段
は
％
→
65

歳
以
上
計
の
欄
は
対
総

人
口

、
65

歳
～

7
4
歳

計
及

び
75

歳
以

上
計

欄
・

在
宅

寝
た
き

り
高

齢
者

数
欄

は
対

65
歳

以
上

人
口

、
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

世
帯

数
欄

･高
齢

者
複

数
世

帯
数

欄
・

高
齢

者
の

み
世

帯
数
欄
（
ひ
と
り
暮

ら
し

高
齢

者
世
帯
数
＋
高
齢
者
複
数
世
帯
数

）
は

対
総

世
帯

数
　

②
数

値
に

は
外

国
人

登
録

者
人

口
、

世
帯

を
含

む
　

③
寝

た
き

り
高

齢
者

と
は

、
「

障
害

老
人

の
日

常
生

活
自

立
度

（
寝

た
き

り
度

）
判

定
基

準
」

の
ラ

ン
ク

Ｂ
及
び
ラ
ン
ク
Ｃ
に

該
当

す
る

者

東
部

地
域

計

大
月

市

県
計

丹
波

山
村

上
野

原
市

小
菅

村

管
内

計

富
士

河
口

湖
町

都
留

市

富
士

地
域

計

忍
野

村

山
中

湖
村

鳴
沢

村

富
士

吉
田

市

西
桂

町

道
志

村

在
宅

寝
た

き
り

高
齢

者
数

（
人

）

市
町
村
名

６
５

歳
～

７
４

歳
７

５
歳

以
上

６
 
 
５

 
 
歳
  
以

  
上

平
成
24
年
4月

1日
現
在

高
齢
者
複

数
世
帯
数

（
戸
）

認
知

症
高

齢
者

数
高
齢
者
の

み
世
帯
数

（
戸
）

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
数

（
戸

）



（
２
）
被
保
険
者
数
及
び
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数

第
１
号
被
保
険
者
数

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数

第
１
号
被
保
険
者
数

要
支
援
１

要
支
援
２

計
（
再
掲
）

6
5～

74
歳

（
再
掲
）

75
歳
以
上

経
過
的

要
介
護

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

計
（
再
掲
）

65
～
74
歳

（
再
掲
）

75
歳
以
上

合
計

富
士
吉
田
市

5
,9
6
2

6
,2
2
0
1
2
,
1
8
2

6
8

1
2
4

1
9
2

1
7

1
7
5

0
2
9
1

3
1
0

2
6
6

2
6
8

2
0
6
1
,
3
4
1

1
4
5

1
,
1
9
6

1
,
5
3
3

道
志
村

2
2
4

3
3
3

5
5
7

5
6

1
1

2
9

0
1
3

1
2

1
4

1
6

1
3

6
8

6
6
2

7
9

西
桂
町

4
9
6

5
6
7

1
,
0
6
3

4
6

1
0

1
9

0
2
1

2
7

3
1

2
2

2
6

1
2
7

1
3

1
1
4

1
3
7

忍
野
村

6
3
7

6
5
1

1
,
2
8
8

7
1
1

1
8

1
1
7

0
2
7

3
4

2
0

2
6

2
9

1
3
6

1
3

1
2
3

1
5
4

山
中
湖
村

7
1
6

6
6
1

1
,
3
7
7

4
9

1
3

1
1
2

0
2
9

2
2

2
3

2
2

2
6

1
2
2

1
1

1
1
1

1
3
5

鳴
沢
村

4
0
7

3
5
3

7
6
0

0
5

5
0

5
0

1
9

1
4

1
5

1
8

8
7
4

9
6
5

7
9

富
士
河
口
湖
町

2
,6
8
2

2
,9
0
3

5
,
5
8
5

3
7

3
8

7
5

8
6
7

0
1
1
0

1
4
0

1
3
6

1
2
5

1
0
9

6
2
0

5
5

5
6
5

6
9
5

富
士
地
域
計

1
1
,
1
2
4
1
1
,
6
8
8
2
2
,
8
1
2

1
2
5

1
9
9

3
2
4

3
0

2
9
4

0
5
1
0

5
5
9

5
0
5

4
9
7

4
1
7
2
,
4
8
8

2
5
2

2
,
2
3
6

2
,
8
1
2

都
留
市

3
,4
2
9

4,
16
8
7
,
5
9
7

4
6

9
0

1
3
6

9
1
2
7

0
1
7
0

2
3
8

2
0
1

1
9
2

1
4
4

9
4
5

7
9

8
6
6

1
,
0
8
1

大
月
市

3
,6
9
7

4,
75
0
8
,
4
4
7

9
2

1
2
2

2
1
4

1
5

1
9
9

0
1
9
2

2
3
4

1
9
7

1
8
1

1
2
7

9
3
1

6
6

8
6
5

1
,
1
4
5

上
野
原
市

3
,3
1
4

3,
72
5
7
,
0
3
9

7
3

1
0
0

1
7
3

2
2

1
5
1

0
1
6
7

2
3
1

1
8
1

1
8
1

1
5
2

9
1
2

1
0
9

8
0
3

1
,
0
8
5

小
菅
村

1
2
3

20
5

3
2
8

2
4

6
1

5
0

1
1

8
9

5
7

4
0

5
3
5

4
6

丹
波
山
村

1
0
1

22
1

3
2
2

7
1

8
0

8
0

5
7

5
1
0

8
3
5

0
3
5

4
3

東
部
地
域
計

1
0
,
6
6
4
1
3
,
0
6
9
2
3
,
7
3
3

2
2
0

3
1
7

5
3
7

4
7

4
9
0

0
5
4
5

7
1
8

5
9
3

5
6
9

4
3
8
2
,
8
6
3

2
5
9

2
,
6
0
4

3
,
4
0
0

富
士
・
東
部
地
域

2
1
,
7
8
8
2
4
,
7
5
7
4
6
,
5
4
5

3
4
5

5
1
6

8
6
1

7
7

7
8
4

0
1
,
0
5
5
1
,
2
7
7
1
,
0
9
8
1
,
0
6
6

8
5
5
5
,
3
5
1

5
1
1
4
,
8
4
0
6
,
2
1
2

県
　
　
　
　
計

1
0
0
,6
0
6
1
1
3
,7
1
4
2
1
4
,
3
2
0
2
,
1
8
7
3
,
5
6
7
5
,
7
5
4

6
3
3
5
,
1
2
1

0
5
,
8
1
9
6
,
5
5
4
5
,
6
9
4
5
,
1
3
6
4
,
0
7
2
2
7
,
2
7
5
2
,
5
4
3
2
4
,
7
3
2
3
3
,
0
2
9

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数

第
２
号
被
保
険
者
数

要
支
援

１
，
２

経
過
的

要
介
護
～

要
介
護
5

合
計

要
支
援
１

要
支
援
２

計
経
過
的

要
介
護

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

計
合
計

富
士
吉
田
市

8
3
9

4
7

6
9

1
3
1

2
0
0

0
2
9
8

3
1
9

2
7
2

2
7
6

2
1
5
1
,
3
8
0
1
,
5
8
0
1
2
.
6
%

道
志
村

0
2

2
5

6
1
1

0
1
3

1
2

1
4

1
6

1
5

7
0

8
1
1
4
.
2
%

西
桂
町

2
3

5
4

8
1
2

0
2
2

2
8

3
2

2
2

2
6

1
3
0

1
4
2
1
2
.
9
%

忍
野
村

2
4

6
7

1
3

2
0

0
2
9

3
4

2
1

2
7

2
9

1
4
0

1
6
0
1
2
.
0
%

山
中
湖
村

0
6

6
4

9
1
3

0
3
2

2
4

2
3

2
3

2
6

1
2
8

1
4
1

9
.
8
%

鳴
沢
村

0
1

1
0

5
5

0
1
9

1
5

1
5

1
8

8
7
5

8
0
1
0
.
4
%

富
士
河
口
湖
町

3
1
9

2
2

3
8

4
0

7
8

0
1
1
3

1
4
6

1
3
9

1
3
1

1
1
0

6
3
9

7
1
7
1
2
.
4
%

富
士
地
域
計

1
5

7
4

8
9

1
2
7

2
1
2

3
3
9

0
5
2
6

5
7
8

5
1
6

5
1
3

4
2
9
2
,
5
6
2
2
,
9
0
1
1
2
.
3
%

都
留
市

2
2
8

3
0

4
7

9
1

1
3
8

0
1
7
5

2
4
4

2
0
7

1
9
6

1
5
1

9
7
3
1
,
1
1
1
1
4
.
2
%

大
月
市

3
1
8

2
1

9
2

1
2
5

2
1
7

0
1
9
4

2
3
8

2
0
3

1
8
4

1
3
0

9
4
9
1
,
1
6
6
1
3
.
6
%

上
野
原
市

5
3
3

3
8

7
4

1
0
4

1
7
8

0
1
7
3

2
4
2

1
8
5

1
8
8

1
5
7

9
4
5
1
,
1
2
3
1
5
.
4
%

小
菅
村

1
3

4
3

4
7

0
1
2

8
9

5
9

4
3

5
0
1
4
.
0
%

丹
波
山
村

0
1

1
7

1
8

0
5

8
5

1
0

8
3
6

4
4
1
3
.
4
%

東
部
地
域
計

1
1

8
3

9
4

2
2
3

3
2
5

5
4
8

0
5
5
9

7
4
0

6
0
9

5
8
3

4
5
5
2
,
9
4
6
3
,
4
9
4
1
4
.
3
%

富
士
・
東
部
地
域

2
6

1
5
7

1
8
3

3
5
0

5
3
7

8
8
7

0
1
,
0
8
5
1
,
3
1
8
1
,
1
2
5
1
,
0
9
6

8
8
4
5
,
5
0
8
6
,
3
9
5
1
3
.
3
%

県
　
　
　
　
計

1
6
4

7
6
6

9
3
0
2
,
2
3
0
3
,
6
8
8
5
,
9
1
8

0
5
,
9
7
8
6
,
7
6
3
5
,
8
4
5
5
,
2
5
3
4
,
2
0
2
2
8
,
0
4
1
3
3
,
9
5
9
1
5
.
4
%

　
　
　
　
事
業
状
況
報
告
（
平
成
２
４
年
３
月
末
現
在
）

東 部 地 域

認
定
率

（
第
１
号

被
保
険
者
）

地 域
市
町
村
名

富 士 地 域

（
単
位
：
人
）

総
　
　
　
　
　
　
数

富 士 地 域 東 部 地 域地 域
市
町
村
名

6
5
～

7
4
歳

7
5
歳

以
上

計





５ 平成２３年度富士・東部高齢者地域支援推進会議

○ 富士・東部地域認知症高齢者対策連絡会議

月 日 会 場 出席者 主な内容

平成 24年

1月 24日

富士吉田

合同庁舎

地域包括支援センター
職員 １２人
ケアマネ ２６人
保健所   １２人

研修会「認知症の人のアセスメントの方法

～センター方式とは～」
講 師 甲府市北西地域包括支援センター

主任介護支援専門員
   （認知症ケア地域推進委員）

佐藤 治美 氏

○ 平成２３年度富士・東部地域包括支援センター担当者打合会への支援

月 日 会 場 出席者 主な内容

平成２３年
５月１６日

富士吉田
合同庁舎

地域包括支援センター
職員１９名
保健福祉事務所２名

・ 各市町村の今年度主要事業について情報交換
・ 二次予防事業の対象者把握方法、生活機能評価

の実施等
・ 平成２３年度計画の確認                   

       
８月２９日 富士吉田

合同庁舎
地域包括支援センター
職員１７名   
保健福祉事務所２名

・ 認知症対策についての取組み
・ 山梨県の認知症施策について

１１月２１日 大月市総合
福祉センタ
ー

地域包括支援センター
職員２３名    
保健福祉事務所２名

・ 北杜市の市民後見人養成に関する取組みについ
て

北杜市地域包括支援ｾﾝﾀｰ 宮沢社会福祉士
・ 成年後見について成年後見制度

～市町村申立てについて～
   都留家庭裁判所 土橋書記官

平成２４年
２月２０日

富士吉田
合同庁舎

地域包括支援センター
職員１０名
保健福祉事務所２名

・ 今年度の反省
・ 来年度の打合会について


